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＜研修報告＞ コロンビア大学図書館滞在記
ティムソン ジョウナス（利用者支援課）
◆はじめに
2013年 9月 3日から 2014年 1月 3日まで、学内の研修
制度を利用して、アメリカ合衆国はニューヨーク州のコロンビア
大学図書館に滞在した。コロンビア大学が派遣先として選定さ
れたのは、早稲田大学図書館とコロンビア大学図書館の間に、
スタッフ交流に関する協定があることによるi。研修期間中は、
メインライブラリーにあたるバトラー図書館(Butler Library)に
て、ライブラリアンたちの中に交じって業務を行う機会を得た
ので、実際の業務のやり方だけではなく、各業務の背景にあ
るものやその業務の意図を学ぶことが出来た。本稿では、研
修を通して、特に印象的だった業務・取り組みについて取り上
げたい。
◆レファレンス
バトラー図書館では、レファレンスカウンターでのレファレン
ス、メールによるオンラインレファレンス、MSN メッセンジャー
などのチャットツールを利用したチャットレファレンス、各サブ
ジェクトライブラリアンのオフィスにおける個別レファレンスの主
に 4 つの形態のレファレンスを柱としてレファレンスサービスを
提供しているii。
カウンターでの対面式レファレンスに加え、チャットによるレ
ファレンスでは、図書館の利用法や図書の配架場所、資料の
検索方法(OPAC や各種データベース)など、主にクイックレフ
ァレンスに分類される内容の質問が多く寄せられている。特に
チャットレファレンスについては、質問したい事があっても距離
の問題で図書館にすぐには来館できない利用者にリアルタイ
ムに情報を提供できるという面で、非常に便利なサービスとし
て利用者に普及しているようである。
オンラインレファレンスについては、我々が日本で行ってい
るのと同様に、所蔵調査や事項調査にあたる相談を受ける場
として活用されている。
各サブジェクトライブラリアンのオフィスにおける個別レファ
レンスでは、各利用者が取り組んでいるプロジェクト(レポート・
学位論文・寄稿論文など)に応じて、主題知識を持ったライブ
ラリアンに資料についての相談ができる。相談時間は最大 1
時間程度確保されているため(予約制)、レファレンスインタビュ
ーに時間をかけることができ、利用者が何をどのように研究し
ようとしているのか、どんな問題を抱えているのかといったとこ
ろを深く知った上で、資料の情報が提供できるという面で、非
常に学習・研究を支援する体制が整っていることを実感した。
コロンビア大学のシンボル “Low Library”。現在は図書館としての機能はなく、本部棟である。
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サブジェクトライブラリアン制度が普及していない日本の大
学図書館でこのシステムが導入できるかという部分について
は議論の余地があるが、レファレンスの内容が主にクイックレ
ファレンスや所蔵調査、事項調査などに偏りがちの日本の大
学図書館で、いかにして利用者に学習・研究に密接した内容
で資料の情報を提供するかということは、一つの検討課題とな
るだろう。
◆Undergraduate Writing Program (UWP)
コロンビア大学では学部学生を対象にリベラル・アーツの考
え方に即したコア・カリキュラム(Core Curriculum)と呼ばれる
共通基礎教育のカリキュラムが設けられているiii。政治や宗教
に関する問題について考える「現代文明」や最新の科学や科
学を取り巻く世界について学ぶ「科学の最先端」など、全部で
6つのプログラムがあるが、今回の滞在では、これらのプログラ
ムの中でも、図書館が密接に授業に関わっている、ライティン
グの能力を育成するための「Undergraduate Writing
Program(以下 UWP)」に参加した。
UWPでは、テキストの綿密な読み込み、修辞的分析、調査、
協同作業、内容校訂の 5つに重点を置き、ライティングの技術
について学ぶが、図書館はこの“調査”の部分において、図書
館セッションを提供する形で UWPに関わっている。
実際の UWP 内の図書館セッションでライブラリアンたちが
取り上げていたのは、OPACの使い方はもちろんであるが、研
究の導入の部分(マインドマップ作成や百科事典の参照)やテ
ーマの策定方法、各種情報媒体の特性や情報の信頼性につ
いて、といった主に学習や研究に関する考え方や手法に関わ
る部分であった。彼らが言うには「情報リテラシー能力というの
は、学生時代にのみ必要なものではなく、一生にわたって必
要なものだ。」とのことで、検索スキルの教授に内容が傾きが
ちといわれる日本の図書館講習会とは違い、自分が必要な情
報を定義・選定することや、得た情報を吟味することに重点が
置かれて授業の流れが設計されていることを実感した。
検索スキルはあくまで資料を使うための手段であり、資料を
使うための目的ではない。図書館員として、利用者に資料を
使ってもらうのは目指すべきゴールの一つではあるが、利用
者を教育する、という観点に立てば、単に OPAC を検索して
資料にたどり着けるようにすることのみに重点を置くべきでは
ないことは明らかであり、いかにして利用者と資料を“効果的”
に結び付けるかということを念頭に講習会の流れを設計してい
く必要があるだろう。
ちなみにバトラー図書館では普段、レファレンスカウンターの
横にライティングセンターのブースが設けられているが、UWP
での図書館セッション後の一定期間は、ライティングセンター
にライブラリアンが出張して、資料に関する相談を受けられる
ように体制が整えられていた。ライティングのチューターとライ
ブラリアンが協同して、学生に資料の探し方や探した資料を使
って議論を組み立てていく方法を教えている姿は非常に印象
コロンビア大学図書館の中心 Butler Library
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的だった。このような箇所間でのコラボレーションは、学生の学
習・研究における支援体制を整えるにあたって、重要な鍵とな
る印象を受けた。
◆CV Reviewプロジェクト
今回の研修では、コロンビア大学の学術機関リポジトリ
Academic Commonsivに関する取り組みについても学ぶこと
ができた。 ここでは各種の取り組みの中でも非常に興味深い
試みであった CV Reviewプロジェクトを取り上げたい。
CV とは Curriculum Vitae、つまり経歴書や業績書のこと
である。このCV Reviewプロジェクトは、各教員の業績一覧に
記されている学術論文について、それが収録されている学術
雑誌の著作権ポリシーを調査し、学術機関リポジトリ等への論
文データの保存が認められているものがあれば、論文のデー
タを適宜リポジトリに格納していくという、いわゆるセルフ・アー
カイビングのプロジェクトである。
業績一覧については、ライブラリアンたちが各教員のオフィ
スや教員のミーティングを訪れ、彼らの業績をリポジトリに保存
することでどんな利点があるのかを説明することで、各教員か
ら提供してもらっている。もちろん研究者自らがリポジトリにデ
ータを保存することもできるが、技術的にも時間的にも自分自
身で論文データをアップロードすることがかなわない教員がい
ることも考えれば、図書館単位で各研究者の業績一覧を収集
し、プロジェクト形式で著作権ポリシーを確認し、データを収集
していくほうが保存するデータの量の面でも効率的だと感じ
た。
なお、各学術雑誌の著作権ポリシーの確認には、ノッティン
ガ ム 大 学 (University of Nottingham) 作 成 の
SHERPA/RoMEOvを使用している。
各論文が収録されている雑誌の著作権ポリシーを一つ一つ
調べていくのは骨の折れる作業ではあるが、セルフ・アーカイ
ビングが認められているものを適宜リポジトリに保存することで、
国内外の多くの研究者が各研究成果に無料でアクセスするこ
とができ、引用の機会も増えることから、積極的に取り組んで
いる様子が伺えた。
既に日本でも国内の学術雑誌の著作権ポリシーが確認で
きる SCPJ データベースviがあり、いくつかの大学でも研究者
にセルフ・アーカイビングを呼びかける動きが活発になってき
ている。本学でも、国内だけではなく国外の査読あり学術雑誌
に寄稿している研究者は決して少なくないので、今後セルフ・
アーカイビングの取り組みにどのように関わっていくのか、教
員へのアプローチの方法も含めて検討していく必要があろう。
◆デジタル・ヒューマニティーズ
近年、欧米を中心に過熱しているデジタル・ヒューマニティ
ーズ(デジタル人文学とも呼ばれる)についても、その取り組み
について知見を得ることができた。
デジタル・ヒューマニティーズ(以下 DH)とは、研究成果の
公開方法、資料のアーカイブ構築の方法、テキスト分析をはじ
めとした各種コンテンツの分析方法といった、情報発信や研
究、教育について、コンピュータを使って文・理の垣根を越え
て考えていく新しい学問分野である。
DH の実践例の一つとして、ここではテキスト分析について
触れたい。例えば、資料を OCR 機能の付いたスキャナーで
読み込んでデジタル化することで、テキスト検索ができるように
したり、テキスト解析ソフトを使うことで語句の使用頻度や傾向
を分析したりし、これまでテキストを精読することでは分かり得
なかった手がかりなどを得ながら、コンテクストの分析を進める、
といった研究手法が可能になるのである。
DH は今後の人文学の研究手法のあり方において、ますま
す重要な位置を占めていくと欧米では考えられているが、コロ
ンビア大学図書館では、その流れを受けて、OCR 機能付きス
キャナーの他、文献管理ソフト、テキスト分析ソフト、統計ソフト
などの各種ソフトウェアが揃えられたデジタルヒューマニティー
ズセンター (バトラー図書館内)をはじめ、計４つのデジタル研
究拠点viiを図書館組織内に設立したほか、Studio@Butlerviii
と呼ばれる、DHの実践・教育・協同場所としてのスタジオをバ
トラー図書館内に設置している。
この DH の取り組みにおいて、最も興味深かったのは、ライ
ブラリアンたち自らが、DH の支援をできるような人材になるた
めに起ち上げた Developing Librarian Projectixである。
これは、コロンビア大学が位置する Morningside Heights
の歴史に関するウェブサイトを構築して情報発信することを目
的として、ライブラリアンたち自らがコンテンツの作成方法やプ
ロジェクトマネジメントなどを含む DH の実践方法を学ぶ、館
内の独自研修プロジェクトである。
学問のあり方が日々新しく、また、進歩していくにあたって、
学習や研究を支えるライブラリアン自身も変わっていかなけれ
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ばならないという、彼らの意気込みを強く感じる機会に筆者も
参加できたことは、非常に幸運だったと考えている。
日本でも、少しずつDHが普及してきており、DHの教育拠
点や研究拠点を設けている大学も増えているようである。しか
し、それらの多くが教員や研究者による研究の場や DH の実
践方法の教授の場であり、図書館外での活動が目立っている
のが実状である。研究に必要な資料を収集し、保存していく
図書館として、どのように DH 実践を支援するか。今後の図書
館運営を考える際には、既存の学習・研究支援業務に加えて、
このような部分についても考えていく必要があるだろう。
◆最後に
4 ヶ月という短い期間ではあったが、実際に彼らに交じって
仕事をすることで、図書館による授業支援の在り方や高度なレ
ファレンス、DH の実践など、アメリカの図書館の先進的な取り
組みを体感することができたのは大変貴重な経験だった。
アメリカの図書館が時代の先端を走り続けていられるのも、
専門家としてのライブラリアンが存在しているからこそであろう。
大学という高度な研究機関の中にある図書館として、ある程度
のコンピテンシーを持った人材を確保していくことが必要なの
はやはり否定できないことを実感した。
また、それと同時に、アメリカとは図書館運営の仕組みは違
えども、日本の図書館でも充分に実践できることが多々あるこ
とも分かった。
教育や研究を取り巻く環境が際限なく変わりゆく中、高度な
支援を続けていくために日本の大学図書館は何ができるか。
その在り方を考えていく一人となるべく、今回の経験を活かし
て、さらに成長していきたい。
i コロンビア大学公式ウェブサイト
http://library.columbia.edu/index.html
ii 図書館サイト内の Ask a librarianのページ
http://library.columbia.edu/research/askalibrarian.html
iii コア・カリキュラムのウェブサイト
http://www.college.columbia.edu/core/
iv Academic Commons
http://academiccommons.columbia.edu/
v SHERPA/RoMEO http://www.sherpa.ac.uk/romeo/
vi SCPJデータベース
http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp/index/
vii 図書館サイトの Computing & Technologyのページ(Digital &
Media Centerの項)で一覧できる。
http://library.columbia.edu/technology.html
DHCの他、Digital Science Center、Digital Social Science
Center、Digital Music Labがある。
viii Studio@Butlerのウェブサイトhttps://studio.cul.columbia.edu/
ix Developing Librarian Projectのウェブサイト
http://www.developinglibrarian.org/
以前、国会図書館のカレントアウェアネス・ポータルでも取り上げられ
た(2013年 7月 2日)。
http://current.ndl.go.jp/node/23846
Studio@Butlerでの DH実践の様子
